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温度可変中性子インビームメスバウアー分光装置の開発 
Development of temperature variable neutron in-beam Mössbauer 

spectrometer  
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JRR3 ビームホールの中性子ビームを利用して、56Fe(n,γ)57Fe 反応で生成した 57Fe のその場

メスバウアー分光を行った。クライオスタットを用いて液体窒素温度でのマーカサイト型二

硫化鉄の S/N 比のよいスペクトル測定に成功した。 
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１．目的 

中性子捕獲反応による固体中の生成物のキャラクタリゼーションは、核反応による材料変化

や損傷の初期過程として重要である。熱中性子捕獲反応によって生成した化学種の、一原子

だけが高度に励起された状態から、熱平衡へと緩和していく過程をインビームメスバウアー

分光法によって非破壊的に追跡することが本研究の目的である。特に反応初期過程を保存し

て観察できるようにするために、液体窒素クライオスタットを用いてマーカサイトのメスバ

ウアースペクトル測定を試みた。 

 

２．方法 

ＪＲＲ３ビームホールの PGA 装置のセットアップを用い、独自に開発してきた中性子インビ

ームメスバウアー分光装置を設置し、液体窒素クライオスタット中に試料としてセットして

測定を行った。とくにシグナル量が増えるように、ターゲットホルダーを新たに設計製作し

て試料量を増し，カウントレートの増加を図った。 

 

３．研究成果 

二硫化鉄の多型のひとつであるパイライトについてはすでに測定していたが、本研究では、

マーカサイトについて液体窒素温度での中性子メスバウアースペクトルを測定することが

できた。パイライトに比較してスペクトルの S/N は悪く，マーカサイトはメスバウアースペ

クトルの出にくい反応生成物を生成していることが示唆された． 

 

４．結論・考察 

パイライトとは異なったスペクトルが得られており、FeS2 という同じ化学組成でも高エネル

ギー状態からの緩和では、化学形の異なった化合物を生成することが明らかになった。 
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